
セルフモニタリング報告書(令和 5 年度分) 

           令和６年４月３０日 

施 設 名    苫小牧市矢代スポーツセンター    

指定管理者名    都市総合開発株式会社   

所 管 課 名    総合政策部 まちづくり推進室 スポーツ都市推進課    

モニタリング項目 
指定管理者 

コメント 
自己評価 

1 事業計画の達成度 

事業計画の内容に従

い、適切に施設の管理

運営が行われたか。 

管理運営について 2 年目は初年度同様に、事業計画を基本

に管理運営を行い、大きな事故やトラブルが起きることなく

無事１年間の運営が出来ました。 

管理委員会を年に４回と施設内ミーティングを実施し、業務

内容の確認とともに管理運営方針等の協議を行っておりま

す。また、職員間の連絡体制は SNS（グループライン）を

有効活用し、意思の統一を図っております。 

なお、利用者の立場に立った運営を心がけ、設備等の点検を

徹底したことで安定した運営ができました。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

施設利用者数の増加、

利用率の上昇、利用者

利便性の向上などの目

標は達成されたか。 

人工芝等の改修に伴い多種目の利用が見込まれることから、

月 2 日の休館日を 1日とすることと、今年度より月・火・

水の営業時間を22時30分までと拡大し利便性の向上に努

めました。また、HP の新設と SNS による施設の PR によ

って、昨年度より6,754人の増加となりました。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

施設の設置目的にあっ

た成果は上がっている

か（目標値を設定して

いないその他の施設）。

Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

自主事業は計画どおり

行われたか。 

今年度より、新たにテニススクールを開講し子どもから大人

までを対象に行い、その他ヨガ教室においても新たな教室種

目を増やし利用者からも大変喜ばれております。また、アリ

ーナについても、子ども向けのスポーツアカデミーを開催し

ており、施設利用の拡充にも寄与し計画に基づき実施してお

ります。今後、限られた施設でもあることから、ニーズの把

握を行い事業の拡大に努めて参ります。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

地域、関係機関、ボラ

ンティア等との協働・

連携に向けた取組が行

われているか。 

保健センターとの協働・連携体制により、定期的な講師派遣

を行い体操実技等の実施を行うことで、保健センターの利用

者への健康増進に寄与しています。また、苫小牧市勤労共済

センターへの講師派遣も行っており、地域の関係機関との連

携を通して市民への健康増進に貢献しております。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E



2. 利用者の満足度 

利用者の満足が得られ

ているか。 

今年度の利用者アンケートでは「質問項目の平均」で「満足、

やや満足」との回答が全体の94.2%、「職員の対応」の項目

では100%と高い評価をいただいております。 

現状に満足することなく今後も「快い対応」で全ての利用者

が満足できる施設にしていきます。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

利用者の意見・要望の

把握は適切に行われて

いるか。 

常に施設受付横には「ご意見箱」を設置しております。また、

受付での口頭による意見・要望についても記録するなど、利

用者からできるだけ多くの意見・要望をいただける体制を整

えております。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

利用者の意見・要望・

苦情への対応は十分行

われたか。 

意見・要望・苦情が寄せられた場合、全従業員に周知すると

ともに、他の管理施設の対応事例を共有し対応を行っていま

す。また管理運営委員会に報告し、その対応について協議し

ております。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

３ 管理運営の効率性 

経費の低減が図られて

いるか。またその取組

は十分か。 

水道光熱費の節約のため、必要のないものは削減し、使用可

能なものは再利用するなど、経費削減に努力しております。

また、施設の修繕や補修はできるだけ職員自らが作業に当た

り、経費の節減に努めてきました。 

時間や労力を割く業務については、改善に向けた意見を出し

合い、作業の効率化を図っております。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

一部業務の再委託に要

している経費は、適切

な水準か。また、経費

が最小となるような取

組はされているか。 

委託業者については、市内に事業所がある信用信頼ある企業

を選定しております。委託費用についても、内容に合致する

金額かどうかを精査し、適切な契約を結んでおります。 ○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

収入増加のための取組

はされているか。 

通年通して休館日を月に 1 日のみとし、営業時間について

も月・火・水を22時 30分と開館時間の拡大を行っており

ます。（専用利用のみ） 

今年度より新たな自主事業も開催しており、収入増加の取組

に努めております。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

４ 適正な管理運営

職員の能力向上に向け

た取組は行われたか

（研修等）。 

今年度はＯＪＴ研修を行い、職員のスキルアップが利用者へ

の還元になり得ることから、職員に向けた研修は重要視して

おります。 
○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E

安全対策（事故防止等）

は十分だったか。 

消防訓練を実施している他、救急用品の補充やアイシング用

の氷を常備しており、事故防止に努めております。また、前

管理者が実施していなかった「防火シャッターの検査」を実

施し安全対策として行っております。※今年度に高齢者の男

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E



性の救急救命を行い、蘇生対応により九死に一生を得ており

ます。このことにより消防本部より表彰を受けております。

人員配置及び職員の管

理体制は適正か。 

感染症対策により仕事量も増加しておりますが、管理運営に

支障の無い人員を配置し、適正な管理運営を行ったことで、

大きな事故・トラブルが起こることなく運営することができ

ました。 

業務に関する情報は連絡ノートを作成し、全職員が共有でき

るよう徹底しております。 

○適・不適 

施設の平等な利用等に

ついて、適切に処理さ

れているか（使用料の

減免、還付含む。）。 

限られた施設であることから、専用利用については抽選会を

行い特定の団体等に利用が偏らないよう調整を行っていま

す。 

使用料の減免・還付の取り扱いについては、市の要綱に基づ

き適切に処理しております。特例に伴う還付については、そ

の都度担当課と協議しながら対応をしております。 

○適・不適 

利用者の個人情報等に

ついて適正に管理が行

われていたか。 

業務上知り得た情報は、個人情報保護の観点から一切施設外

に持ち出さず、適正に保管されております。また、不要な書

類はシュレッダー処理により個人情報の漏洩を予防してお

ります。なお、業務終了後は適切に施錠を行い、警備体制も

万全に整えております。 

○適・不適 

収支の状況に不適切な

点はないか。会計処理

は適正か。 

収入及び支出については、項目ごとに適正に会計処理し計上

しております。また、担当課が行う実地調査にも適正に対応

しております。 

○適・不適 

施設・設備等の法定点

検及び保守は、適正に

行われているか。 

法定点検を含め設備の点検保守は、市内の専門業者に委託し

て適正に実施しております。また、前管理者が実施していな

かった「防火シャッターの検査」と「建築物検査」を実施し

施設の修繕箇所の把握を行うことで、危険箇所は速やかに修

繕等を行っております。 

○適・不適 

書類・備品等の管理は

適正に行われている

か。 

業務上重要な書類は、鍵の掛かるキャビネットに保管するな

ど適正な管理を行っております。 

備品については、引き継ぎを受けた備品一覧表を活用して適

正に管理しております。また、購入や廃棄の手続きも適切に

行っております。 

○適・不適 

法令・協定書等を遵守

し、適正管理が行われ

ているか。 

管理運営に際しては、条例・規則・協定書等を遵守し、矢代

スポーツセンターとしての役割を理解して管理運営に努め、

適正な管理を行っております。 
○適・不適 

５ 地域貢献 

雇用・資材調達・再委

託等、地域貢献に努め

ているか。 

全職員が苫小牧在住者であり、地元の雇用を優先しておりま

す。また、資材調達や委託業者についても苫小牧の業者を優

先して選定しております。 

○Ａ・Ｂ・Ｃ・D・E



A：目標、事業計画を上回る取組がされており、管理運営状況は極めて良好である。 

B：目標、事業計画どおりの取組がされており、管理運営状況は良好である。 

C：概ね目標、事業計画どおり行われており、管理運営も適正で、特段問題は見られない。 

D：目標、事業計画において一部未達成があるなど計画内容を下回っており、又は管理運営において一

部不適正な部分があるなど、改善が必要と認められる点がある。 

E：目標、事業計画の内容を大幅に下回っており、かなりの部分において改善が必要である。 

自己評価   ★★★★★

       （最大評価を★５つとし、５段階評価で星を塗りつぶしてください。） 

[4 適正な管理運営]において不適がある場合、その理由と今後の対応について 

指定管理者の自己評価（全体を通して） 

事業計画書を基本に協定書や条例・規則・要綱等を遵守し、今年度においても感染症の

対策を引き続き行い、スポーツ都市推進課や関係機関と適切に連携できたことで、大きな

トラブルや事故を起こすことなく管理運営を行う事ができました。昨今の社会情勢により

原油価格・物価高騰の影響を受けながらの対応に、昨年に引き続き苦慮する年となりまし

たが、利用者が安心・安全で楽しく運動できる施設づくりと適正な管理運営ができたと自

負しております。 

今年度においては、テニスのインターハイによる練習会場として、協力対応を行い全国

の高校生に利用をして頂き大変好評でした。また、人工芝による多目的利用が可能となっ

たことから、HP・SNSを利用した施設のPRを積極的に発信することで、利用団体が４

倍ほどに増え、硬式テニス・野球少年団・フットサル等の新規利用者を獲得することがで

きました。事業においては、今年度より新たに、アリーナにおいてテニススクールを開講

しており、ジュニア・シニアのそれぞれのクラスを設定し利用者のニーズと施設の拡充に

寄与しております。その他、子ども向けの運動教室としてスポーツアカデミーも開催して

おり、施設利用の促進が出来ていると考えております。また、ミーティング室では、ヨガ

教室を開催しており利用者の固定化を図ることができ、新たに教室の増設をしながら常に

利用者のニーズとご意見に注視しながら取り組んでおります。また、今後においても効果

的にリピート率を高めていきたいと考えており、常に「賑わいのある」施設の促進と「安

心・安全」に利用出来るよう、「公正・公平」に管理運営を行ってまいります。


